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1 はじめに

現代朝鮮語には動詞の能動形と受動形を副動詞の形で結ぶことによって相互性を表す構文がある．(1)で
は쫓다（追う）という能動の動詞の副動詞形쫓고に，その受動である쫓기다（追われる）を続けることに
より，参与者二者間で，お互いに追うという行為を行ったことを表している．

(1) 그렇게둘은쫓고쫓겼다. 물론마지막승자는송화였다.

「そうして二人は追いかけあった．もちろん最後の勝者はソンファだった．」

[박수정 (2013) “악마와유리구두”] 1

現代朝鮮語の語彙的相互構文については崔昌玉 (2010)が詳しく論じているが，本発表で扱う複文による
統語的相互構文については先行研究でほとんど扱われていないようである．
本発表では統語的相互構文には形態的な手段によって，主に四つのタイプがあることを明らかにする：
能動形と受動形の交替にヴォイス接辞を用いるタイプ，受動形に받다（受ける）等の準前接語を用いるタ
イプ，語彙的受動を用いるタイプ，反意語同士を接続するタイプ．それから代名詞的서로の統語的振る舞
いの特徴を相互構文の特徴ごとに分析する．さらに相互を表す構文は反復 (iterative)や強意 (intensive)を
表す構文と関連があることを指摘する．
本発表の構成は次の通りである：§2でまず語彙的相互と相互的相互の別について確認し，§3では統語的
相互構文を四つのタイプに分類する．§4では §3で分類した統語的相互構文のタイプと代名詞的서로の統
語的振る舞いについて，アンケート調査によって簡単に述べる．さらに §5では統語的相互構文と反復，ま
たは強意を表す構文との形態的，意味的な類似性について指摘し，最後に §6は本発表のまとめと今後の課
題である．

2 語彙的相互構文と統語的相互構文

Haspelmath (2007: 2088)は相互的状況 (mutual situation)を「二人以上の参与者 (A, B...)がいる状況にお
いて，少なくとも Aと Bの二人の参与者について，Aと Bの関係と Bと Aの関係が同じ」であると定義
している．本発表ではこのような相互的状況を表す構文を相互構文と呼ぶ．
本発表では，語彙的な手段による相互構文と，統語的な手段による相互構文を区別し，後者のみを扱う．
崔昌玉 (2010)で対象としているのは，助詞 ‘와/과’を伴う名詞句が現れた場合のみであり，마주（向き合っ
て），서로（互いに）等の副詞による統語的相互構文を除けば，基本的に語彙的相互構文である．対象には
뒤섞이다（入り乱れる），어울리다（付き合う）等のヴォイス接辞による派生動詞，맞서다（対決する）の

∗ 本研究は JSPS科研費 JP16J07745の助成を受けたものである．
1 Googleブックスにて用例検索を行った．出典は末尾に例文番号と URLとともに付す．特に註のない場合は以下同様である．
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ように接頭辞맞-の付いた動詞，다투다（言い争う），만나다（会う）のように本来的に相互行為を表す動
詞などが含まれている．
本研究では (1)のような複文による統語的相互構文を扱っていくが，副詞서로と動詞の単文との置き換
えの可否についても考察する．

3 統語的相互構文のタイプ

ここから形態的特徴によって複文による統語的相互構文を分類するが，その前にいくつかこの構文の全
的的な特徴について指摘しておこう．
まず， (1)で挙げた例のように文を終止する形ではあまり用いられない．ただし，주고받다（やり取りす
る）のように辞書にも登録され，よく用いられるものについては特にそのような傾向はないようである．
また，서로（お互いに）を用いずとも，この構文のみで相互の意味を表すことができる．

3.1 能動（他動）と受動（自動）の交替にヴォイス接辞を用いるタイプ

まず，能動（他動）と受動（自動）の交替にヴォイス接辞を用いるタイプを分類することができる．ただ
し，ヴォイス接辞を用いるタイプの全てがよく用いられるというわけではないようである．

(2)の例では自動詞죽다（死ぬ）の副動詞形に他動詞죽이다（殺す）が続くことによって，お互いに殺し
合うという事態を表している．서로が用いられているものの，すでに言及した通り，この副詞がなくても
相互の意味になる．あるいは， “서로죽고죽이는”を他動詞のみの “서로죽이는”に置き換えても相互の
意味は表すことができる．もちろんこの場合서로は必須である．

(2) 이렇게서로죽고죽이는모습을보고붓다는큰충격을받았다.

「こうしてお互いに殺しあう姿を見て，仏陀は大きな衝撃を受けた」

[최준식 (2007) “한국의종교불교”]

日本語の「殺し合う」も同じだが，죽고죽이다というのは，必ずしも行為者 Aと Bの両方がお互いを
殺し，また死ぬというわけではなく，お互いに殺そうとするという行為を表すことができる．例えば “서로

죽고죽였다.（お互いに殺しあった）”と文を終止する形で言うと，事態の完了というニュアンスがあり，
不自然になるという．つまり，Aが Bを殺せば Bはもちろん Aを殺すことはできないわけである．この
ように文を終止させると事態の完了を表すということもあり，文を終止しない形で多く用いられるのでは
ないかと考えられる．他の類例を挙げておこう．

(3) 서로속고속이는가운데지쳐가는건친척들이었다.

「お互いに騙し合うなかで，疲弊していくのは親戚たちだった」

[성하 (2012) “그의어린신부”]

また，次の (4)のような例は，今まで見た例とは違い，他動詞のみの “서로먹고먹히는”を能動形のみの
“서로먹는”とすると，お互いに食べ，食べられあうという意味は表せなくなってしまう．

(4) 이렇게생태계안에서생물들은서로먹고먹히는관계에놓여있지.

「このように生態系のなかで生物たちは互いに捕食される関係にあるんだ」

[박현희,이경석 (2012) “똑똑한어린이어휘교과서”]
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3.2 受動形にヴォイスを表す準前接語を用いるタイプ

次に，受動形に받다（受ける）や당하다（こうむる）等の準前接語2を用いるタイプを分類することが
できる．前者の例として소개하고소개받다（紹介しあう lit. 紹介して紹介される），놀리고놀림받다（か
らかいあう lit. からかってからかわれる），後者の例としては이용하고이용당하다（利用しあう lit. 利用し
て利用される），지배하고지배당하다（支配しあう lit. 支配して支配される）のようなものがある．それぞ
れの用例を挙げておこう．

(5) 이력서나자기소개서는서로일면식도없는사람끼리문장으로상호소개하고소개받는것이다.

「履歴書や自己紹介書はお互いに面識がまったくない人たちが文章で互いに紹介しあうものだ」

[이병윤 (2011) “자기소개서에혼을담아라”]

(6) 비교적이상적인제도라일컬어지던민주주의에서조차사람들은서로지배하고지배당했지.

「比較的理想的な制度だと言われてきた民主主義においてさえ，人々はお互いに支配しあったんだ」

[남수아 (2012) “이노베이션”]

また，먹다が「食べる」という意味を失い，受動的に使われる욕먹다「罵倒される」のようなタイプも
ここに分類しておく．

(7) 제가죽은다음에이런일로딸부부가서로욕하고욕먹고다른사람에게까지사위욕먹이게하고싶

진않아요.

「わたしが死んだあと，こんなことで娘夫婦がお互いに罵りあって，他の人たちにまで婿を悪く言
わせたくないですよ」

[82cook.com자유게시판]3

3.3 受動形に語彙的受動を用いるタイプ

伊藤 (2012: 137)はアンケートに回答する形で「彼らは（互いに）殴り合っていた」という日本語に対し
て，二通りの朝鮮語の文を提示している．ラテン文字転写をハングルに置き換え，グロスは割愛する．

(8) a. 그들은서로때리고있었다.

b. 그들은치고받고있었다. (伊藤 2012: 137)

치고 (-)받다は複合動詞として辞書にも立項されている．치다（打つ）の受動形を받다（受ける）と見
なすことはできないかもしれないが，能動の치다に対して받다が受動的な意味を表していると見ること
ができるだろう．この (8)のような例に，語彙的受動맞다（殴られる）を用いる때리고맞다（lit. 殴り殴
られる）がある．

2 宮岡 (2015)では「本来的な接語と，自立語から（恒常的あるいは臨時的に）接語化した「準接語 non-enclitics」の 2種」を区
別している．宮岡 (2015: 262-262)は日本語の「(自立)≠する-」や「(猫=で)≠ある-」の「≠する」,「≠ある」を準前接語と
しているが，本発表で使用する準前接語もこれにならったものである．

3 用例はインターネットサイト掲示板より引用する．末尾に例文番号と URLをともに付す．
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(9) 이렇게막상막하인두사람은종일때리고맞고또때리고맞고를되풀이했다.

「こうして負けず劣らずの二人は，一日中殴り殴られ，殴り殴られを繰り返した」

[염윤정 (2015) “시리도록다정한사람”]

3.4 反意語同士を接続するタイプ

反意語を用いるタイプはそれほど多くないようであるが，辞書にも登録されている주고받다（やり取り
する）がまず最初に挙げられる．例えば，연세대학교언어정보개발연구원 (1998: 1677)では「①お互いに
与え，またもらうこと」と「②お互い交互に話すこと」という二つの意味を挙げている．それぞれ (10)が
①，(11)が②の例文である．

(10) 육체적건강과정신적건강은서로가영향을주고받고하는관계에있기때문에어느것이더중요하

다고말할수없다.

「肉体的健康と精神的健康はお互いが影響を与えあう関係にあるため，どちらの方が大切だと言う
ことはできない」

(연세대학교언어정보개발연구원 1998: 1677)

(11) 그들은나직한소리로무슨이야기인지정답게주고받고있었다.

「彼らは低めの声でなんの話か仲良く話し合っていた」

(연세대학교언어정보개발연구원 1998: 1677)

밀고당기다については実際に押し引きするという意味ではなく，「他人と喧嘩腰でやりあう」という意味
では연세대학교언어정보개발연구원 (1998: 766)に立項されている (12)．

(12) 명훈은더밀고당기고할여유도없이상대가바라는대로행동해야만했다.

「ミョンフンはそれ以上やりあう余裕もなく相手の望み通り動くしかなかった」

(연세대학교언어정보개발연구원 1998: 766)

(13)の場合は主体が擬人化されたような例だが，밀고당기다が押し引きするという意味で用いられる用
例もある (13)．

(13) 이것은조금어려운이야기인데,양전하와음전하가서로밀고당기는힘때문에생기는현상입니다.

「これは少し難しい話ですが，正電荷と負電荷がお互いに押し引きする力のために生じる現象です」

[심재규,이경민 (2013) “손에잡히는과학교과서”]

その他，反意語同士で相互を表す例としては이기고지다（lit. 買って負ける）のような例が考えられる．

(14) 이처럼물・불・쇠가서로이기고지는관계로이해되고있다.

「このように水，火，鉄がお互いに相剋する関係として理解されている」

[김교빈,이종우,이현구,김시천 (2014) “기학의모험”]
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4 統語的相互構文と서로

ここまでは副詞的に서로が用いられた例のみを見てきたが，서로は代名詞的にも用いられる．つまり
主格や対格助詞が付いて서로가「お互いが」，서로를「お互いを」のように用いることができる．本発表
で扱っている統語的相互構文は二つの動詞の自他あるいはヴォイスが異なる場合が多いため，서로가,서로

를,서로가서로를（または서로가,서로에게,서로가서로에게）のいずれが動詞句の前に生起可能かという
ことが問題になってくる．
この問題を考察するのに十分な用例数が得られなかったため，今回は朝鮮語母語話者にアンケートを取
り，簡単な調査を行った．4ここまでに挙げた例文， (8)を除く (1)から (14)までそれぞれについて，元々
서로がある場合には서로가や서로를と置き換えが可能か，서로がない場合には動詞句の前に서로가や
서로를を挿入できるかの判断をお願いした．3名の母語話者にお願いし，例文の自然さは 4段階で判断し
ていただいた：自然，少し不自然だが可能，不自然，不可能．
今回は自然なら 3ポイント，少し不自然だが可能なら 2ポイント，不自然なら 1ポイント，不可能なら

0ポイントと設定し，3名の合計が 7ポイント以上であれば置き換え可能と考えることにする．
下の表 1に置き換え可能と判断されたものを提示する．副詞的서로は全用例で満点の 9ポイントだった
ためここでは除外しておく．[]内の数字は 3名の合計のポイント数である．

表 1 統語的相互構文における代名詞的서로の統語的特徴

(1)쫓고쫓겼다 서로가 [8]

(2)서로죽고죽이는 서로가 [9],서로가서로를 [8]

(3)서로속고속이는 서로가 [9],서로가서로를 [8]

(4)서로먹고먹히는 서로가 [9]

(5)소개하고소개받는 서로가 [7],서로를 [7],서로가서로를 [7]

(6)서로지배하고지배당했지 서로를 [7],서로가서로를 [8]

(7)서로욕하고욕먹고 서로가 [7]

(9)때리고맞고 -

(10)서로가주고받고 서로에게 [8],서로가서로에게 [8]

(11)주고받고 서로가 [8]

(12)밀고당기고 서로가 [8]

(13)서로밀고당기는 서로가 [8],서로가서로를 [7]

(14)서로이기고지는 서로가서로에게 [7]

判断には予想以上に個人差があったため確かなことは言えないが，いくつか指摘できることを述べてお
く．① (6), (9), (14)を除いては，서로가への置き換えは自然と判断された．(14)の容認性が落ちたのは，
直前にも主格の名詞句があるからかもしれない．②一方，ほとんどの例において서로를のみへの置き換え
は不自然だと判断されることが多い．③ヴォイス接辞を用いる (1)から (4)を見ると，서로가서로를を許
すのは後の動詞が他動詞である．④ (10)と (11)の주고받다，(12)と (13)の밀고당기다を見ると，より本
体の意味から離れているほう (11), (12)のほうが置き換えの条件が厳しい．動詞の性質や文全体の統語的な

4 調査に協力していただいたのは釜山出身の女性，大邱出身の女性，鎭川出身の男性で，年齢は各々 30代あるいは 40代である．
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特徴も考慮する必要があるが，今回の調査では以上のことがわかった．最後に上の③の点について，次の
(15)では，同一の文の中で서로가と서로를が使い分けられている．このような例を見ると代名詞的서로
の振る舞いに影響を与えるのは，やはり後の動詞なのではないかと考えることができるが，今後さらに調
査が必要である．

(15) 원네트워크를 향한 수사망이 좁혀 오자 경찰과 진회장 사이에서 갈등하는 ‘박장군’ 역의 김우빈은

서로가쫓고쫓기며서로를속고속이는스토리의긴장감과재미를한층배가시킬것으로보입니다.

「ワンネットワークに対する捜査網が狭められるにつれ警察とジン会長の間で葛藤する，「パク・
チャングン」役のキム・ウビンは，互いに追いあい，互いに騙しあうストーリーの緊張感とおもし
ろさをより一層高めてくれるものと思われます」

[MBN뉴스]5

5 相互 (reciprocal)と反復 (iterative)，さらに強意 (intensive)との関連

今まで見てきた統語的相互構文は，反復 (iterative)や，さらに強意 (intensive)を表す構文と関連があると
考えられる．以下では他の言語の例も参考にしながら，それぞれの意味の関係について探っていく．朝鮮
語の反復と強意を表す例については重複 (reduplication)の特徴と見ることもできるだろうが，ここでは構
文の形の面の類似性を指摘したい．
朝鮮語には同じ二つの動詞を副動詞形の -고で連結させて反復を表す構文がある．例えば次のような例
である．下線は引用者による．

(16) 자고또자도졸려.

「寝ても，また眠たい」(韓国・国立国語院 2012: 37)

(17) 가슴에쌓이고쌓인한이어찌쉽게풀리겠어.

「胸に積もり積もった恨みが，どうして簡単に解けようか」(韓国・国立国語院 2012: 37)

この構文は本発表で扱っている “V-고 V” で相互を表す構文と類似している．相互を表す構文と反復を
表す構文は形のうえでも類似しているが，意味の面でも共通点があると考えられる．つまり，Nedjalkov

(2007: 19)が述べるように相互と反復はともに動作の複数性と関わりがあるからである．ただし，反復の
場合は
この相互と反復の関連は中国語においても見ることができる．Liu (1999)は中国語の「V来 V去」とい
う構文が相互を表しうることを指摘している．(19)の例は参与者が複数であることで相互の意味が出るが，
(18)のように参与者が複数でない場合は反復の意味になるという (Liu 1999: 126)．

(18) Women/nimen/tamen

1pl/2pl/3pl

da-lai-da-qu.

fight-come-fight-go

“We/you/they fought with each other” (Liu 1999: 126)

(19) Wo/ni/ta

1s/2s/3s

da-lai-da-qu.

fight-come-fight-go

“I/you/he fought several times (or for a while)” (Liu 1999: 126)

5 用例はインターネットのニュースサイトより引用する．末尾に例文番号と URLをともに付す．
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さらに，朝鮮語では同じ二つの形容詞を副動詞形の -고でつなぎ，形容詞で表される状態や性質が甚だ
しいことを表すことができる．これも，朝鮮語の統語的相互構文，上で挙げた反復を表す構文と形態的に
類似している．次の例の下線は引用者による．

(20) 길고긴세월

「とても長い歳月（長くて長い歳月）」（韓国・国立国語院 2012: 36）

(21) 멀고먼나라

「とても遠い国（遠くて遠い国）」（韓国・国立国語院 2012: 36）

相互と強意の多義性に関しては，ムンダ語の相互を表すマーカーが，形容詞と用いられ強意を表す例に
おいて見られる．ムンダ語の相互は典型的には -pV-という接中辞によって表される Osada(2007: 1577)．

(22) ako-loP=le

they-with=1pl.exc.sbj

da-pa-l-ke-n-a.

hit-rec-hit-compl-intr-pred

“We and they hit each other” (Osada 2007: 1582)

この相互を表す接中辞 -pV- が形容詞と結びつくと ‘very’ という強意の意味が出るという Osada(2007:

1586)．

(23) en

that

ma-pa-rang

great-rec-great

hoRo-ko

person-pl

“that very great person/those very great persons” (Osada 2007: 1586)

6 まとめと今後の課題

本発表では今まであまり言及されることがなかった朝鮮語の統語的相互構文について，構文のタイプを
分類し，代名詞的서로の振る舞いについて考察し，他の形態的に類似した構文との共通点を指摘した．本
発表で扱った統語的相互構文と類似したパタンは日本語で相互を表す「Vつ Vつ」（例：持ちつ持たれつ）
などにも見られる．
今回は用例の分類，代名詞的서로の統語的に振る舞いについても初歩的な調査に留まっている．特に代
名詞的서로についてはアンケートを行ったところ母語話者間で個人差が大きかったため，今後は大規模な
コーパスを使ってある一定の傾向がないか調査することが必要であると考えられる．
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